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カトリックの青年、青年の活動を

支えている信徒・修道者・司祭が自由に

集い、そこで今かかえている問題や信仰のこと

等を分かち合い、交流する場であるとともに、い

ろいろな地域の青年や活動している青年と出会

い、情報交換の場として、年２回、教区持ち回り

で開催されています。

作成者 ： 第２４回ＮＷＭ in 大阪 実行委員会

発行元 ： カトリック青年連絡協議会

http://catholicyouth.jp/
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実行委員からの感想

NWMに対する想いについて。私のNWM初参加は、前回の大阪教区開催の2006年だった。どのような趣旨なのかも理解しておらず、殆どが初対面ばかりの

中、心から参加して良かったと思えた。そのように思えたのは、当時の実行委員の人たちの企画や運営が素晴らしかったという事と共に、カトリックという宗

教における繋がりが実を結ぶことができたからだ。それから7年の月日が経ち、今回の開催に至った。「ひとりひとりの想いが　重なり合って　今ひとつの　

大きな大きな力になる」。これはテーマソング『平和が創まる空の下』の一番好きな箇所。どのような立場や環境にあっても、個々の存在は非常に大きなもので

あると共に、三人寄れば文殊の知恵…もっと集まれば、つながりはもっともっと大きくなっていくものだ。参加者の皆さん

に、もっともっと輪を広げていってほしい。今回のテーマは「あんたの想いカタチにしよや！！」目には見えないけれど、秘

跡を通じてたくさんの想いを、班やそこで出会った仲間と分かち合いができていればいいなと思って考えた。もしまだカタ

チになっていなくても、いつかどこかでカタチになったなと思えるときが来ればいいなと思っている。様々な思いを胸に今

回参加していただいた皆さんには、これからもたくさんの出会いを大切にしながら、「あの時、大阪に行ってよかったな。」

と思えるようなきっかけがあることを心から祈る。NWMが終わって数日後、いろいろ振り返って一人で号泣したのは秘密

の話。一緒に実行委員を悪戦苦闘しながらも務めてくれた仲間に改めて感謝。そして、来てくださった皆様にも感謝。これ

からも一緒に仲間の輪、信仰の輪を広げましょう。

今回、私はアリエンテーリングの担当になりました。まず、何を参加者のみな

さんに体験してもらおうかと考えました。

すぐにピンと来ました。大阪教区と言えばやはり笑いですよね。

ということで、普段みなさんには馴染みがないモノボケというものを班ごと

に考えてもらう企画を考えました。

そして、もう一つはおもしろ写真を撮ってもらうというミッションを出しま

した。

その二つのミッションをこなしながら大阪教区の様々な教会で神父様方か

ら秘跡の話を聞いて各班で勉強してもらうのがこのアリエンテーリングです。

そして、このアリエンテーリングに参加した人達の感想を聞いて感じたの

は、モノボケやおもしろ写真を一緒に考えるうちにどんどんみなさんが仲良く

なったこと。

そのおかげで教会に着くころには各班が良い

チームになって秘跡について学べたことを知って

本当にアリエンテーリングを企画して良かったな

と思いました。

参加してくださったみなさん本当にありがとう

ございました。

実行委員長　岡﨑 蕗

企画班　橋本 克利

２月のNWMって、寒いでしょ？特に晩の祈りは、ほんまに気温が低い

んです。それで、今回は晩の祈り(テゼ)の前に使い捨てカイロを一人ひと

りに配り、それに各自の祈りを言葉や絵で書いて持参し、テゼに臨みまし

た。手の中に温もりを感じながら、仲間と祈り

の時間を共有し、味わう喜び。２月の晩の祈り

も、捨てたもんじゃないな…。そうだ、久しぶり

に、おばあちゃんに電話しよう！そう感じた、

ロザリオヒルの夜でした。

関西ノリでお願いしたものボケ‼これをクリアしないと晩御飯にありつけ

ない！っていうこともあってか、戸惑いながらも皆さんチャレンジしてくれ

ました‼さすが皆さん実際やってもらうと出るわ出るわ！各班色んな色のボ

ケに溢れていました‼審査員は笑いに笑い楽し

い時間を過ごさせてもらいました！最優秀班を

選ぶのが決め難いくらいどの班もおもしろかっ

たです‼楽しいひとときを与えてくれた皆様に

感謝します！本当にありがとうございました☆

NWM中の食事担当をした茨木教会のまりっぺ(穂坂真理子)です。 今回の

食事はどうでしたか？?焼きそば 豚汁 パエリア おいしかったですか？? 

NWM中はほとんど台所にいたのでみなさんとゆっくり話せなかったのが

とても残念です。でも！今回も食事担当として関

われたこと本当にありがたかったです。

参加してくれたみなさん！！本当にありがと

うございました。またどこかでお会いしましたら

声かけてください。

主に、参加して下さる皆さんが体調を崩すことなく楽しんでもらえるた

めの、食事・お風呂・お布団等に関するお仕事や、申込み時に皆さんとメー

ルでやり取りをしていたのが私達生活係です。

皆さんと直接交流できる機会はあまりな

かったものの、プログラムや交流会で、皆さん

が楽しんでおられる様子を見て、私も嬉しかっ

たし、楽しんでお仕事させてもらいました。

典礼班　時田 逸平

生活班(食事担当)　穂坂 真理子生活班　有吉 真穂

企画班　北川 裕規
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今回のＮＷＭの生活班として今回は、大阪教区らしいもの・・・と考えてきまし

た。人数との兼ね合いでできることも限られ、ギリギリまで悩みました。

2月の寒い中外でご飯を作るのは大変ではないか。手作りの食事でなく、食べ

て帰ってきてもらったほうがいいか・・・とも考えましたが、ミケランジェロ神父

様、尼崎教会の方が快く食事作りを引き受けてくださり、秘跡の学習を終えて寒

く暗いなか帰ってくる皆を温かく迎えることが実行委員の役目だと意見がまと

まり、手作りで、温かい食事を提供できる方法を考えていきました。

ミケランジェロ神父様の色鮮やかなパエリア・尼崎教会の方々が作るソース

の加減が抜群の焼きそば、体の芯から温まる豚汁を用意させて頂きました。私達

の思っていた以上の皆の反応で、「おいしい」「あったかい」と笑顔で食べてくだ

さる姿が印象的でした。皆の笑顔で私達もおなか一杯になりました。

愛情たっぷりの手作りご飯に皆の笑顔、心のこもった食事はこういうことだ

な。と感じたひと時でした。食事だけに限らず、ＮＷＭに直接関係していない方

も熱くなってくださり、そのパワーと支えで私達実行委員も動いていくことが

できました。これぞ人情深い大阪の力ではないかと

自画自賛です。

実際にスケジュールが流れていくなかで、至ら

ない点は、多々ありましたが、皆が協力して下さり

無事に終えることができました。人とのつながりを

感じた実りあるＮＷＭになったことに感謝です。
生活班　内田 麻美

私は、前々回の東京が初参加で、今回の大阪が2回目の参加にも関わらず、総

合司会という大役を任せていただいたわけだが、私自身、今まで人前で喋るなん

てミサでの朗読ぐらいだった為、東京でNWMの規模を知って「凄いものを引き

受けてしまった。」と思った。しかし、もう司会を引き受けた後だったので(笑)あ

る意味諦めというか、やるしかないという気持ちで準備していた。

とは言うものの、当日、いつものミサにいる人生の先輩方がいない上、しっか

り同世代のピチピチの青年達に囲まれて、緊張のあまり初めは自分でも何を

言ってるかわからなかった。「これで大丈夫か？」と不安になりながら進行して

いたが、参加者のみなさまの温かすぎる目とスタッフの励ましのおかげで、なん

とか2日間やりきれた。夕食を作って下さった方々に感謝すると共に、それをキ

レイに平らげて下さった参加者の皆様、私のつたない司会に最後までお付き合

い下さった参加者とスタッフ、今回のNWMに関

わったすべての人々に心からの感謝する。今回出

し切れなかったエネルギーは、次の京都でぶつけ

て下さい(笑)。本当にありがとうございました♪

総合司会　長谷川 奈緒

大阪でのNWMが終わって、早や半年。写真を眺めていると、誇張じゃなく、

ほんとに昨日のことのようです。ついでに７年前の大阪開催時の写真を見て

も、またまた昨日のことのようで…。でも、やっぱり肌のハリは違う。笑。変わ

らないのは、みんな楽しそうな顔をしてる、とい

う点でしょうか。こんな幸せなひと時を自分たち

だけが味わうなんて、もったいない！次はもっと

多くの新しい兄弟たちと分かち合えたらいいな

と思います。

なんでも屋さん　福山 裕之

ミサは松浦悟郎司教様のアドバイスを頂きながら、感謝の典礼に入る前

に信仰の約束の更新というものを行い、ミサの会場を途中で移動するとい

う普段経験することのないものとなりました。その中でも僕は先唱だった

ので無事に終わるかと不安でしたが、皆の協力により、成功に終わり、とて

も安心しました。

ＮＷＭは２日という短い期間ですが、最後を

飾るミサに携わることができて本当によかっ

たです。典礼班は３人と少数でしたが無事に終

えることができたのは、典礼班のメンバーや周

りのスタッフの支え、参加者みんなのおかげだ

と思うので感謝の気持ちでいっぱいです。
典礼班　広部 慶

２月のNWM in 大阪でまず思い出すことは、なんと言っても、あの小林の異

常な寒さです。冬の小林は寒いと周りから話は聞いていましたが、実際に行って

みると予想を遥かに超えた寒さで、本気で身体が震えました。

しかし、そんな異常な寒さの中でのNWMでしたが、ミサの時間は本当に心温

まるものでした。NWMを通して、分かち合いをしたり、一緒に美味しいご飯を

食べたりと、同じ時間を過ごして、そこにいるみんながお互いに大切な仲間とな

り、みんなの心が本当に１つになっていると感じられるミサでした。私自身、こ

んな温かい気持ちになったミサは初めてでした。

こんなにも素敵な経験をさせてくれるNWM、本

当に大好きです♪NWM in 大阪のスタッフや、参

加していただいた方々、本当にありがとうござい

ました！

典礼班　栗山 さやか

企画班
越知 愛実

副実行委員長
田中 保己

カメラマン
ファム・フィン・リン

おばやし

１日目　開会式→アリエンテーリング→ものぼけ→夕食
→夜プロ（アリエンテーリングの振り返り）→
夕の祈り→交流会

２日目　朝の体操→朝食→インフォメーション→講話
→ミサ→閉会式

今回のプログラム
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アリエンテーリング

アリエンテーリングは、大阪に到着して早々に、「笑い」を自分で考え出すことになった最初のプログラムでした。このプログラムは、開催場所に着いてすぐに、各班

に大阪教区内の教会の地図が渡され、その教会に、７つの秘跡のうちの１つについて神父様から教えを受けに行くというものでした。それだけではなくて、その道すが

ら面白い写真を撮って、本部に送るという任務もあります。

私たちのグループは、七つの秘跡のうちの、「ご聖体」の秘跡について、尼崎の教会に行き、ジョバンニ神父さんから色々とお話をしていただきました。良いお話をい

ただいたその帰り道、面白い写真を撮るという事をすっかり忘れていた私たち。このままでは帰れない事に気づいて、暗闇の駅で、ひたすら面白さを探し求めました。

シスターも交えて、皆必死で考えて、最後には駅の屋台の前で、おじさん達が観察しているのも気にせず、写真を撮りました。関西に来て早々、自分たちが主体となって

面白さを発見するプログラムは、北海道人には少々難しいものがありましたが、関西の「笑い」の文化を体験した刺激的なプログラムとなりました。とても楽しいプロ

グラムをありがとうございました！

NWM in 大阪では、プログラムの１つに“アリエンテーリング”というものがありました。アリエンテーリングでは、

「班ごとに決められた教会に行き、秘跡について学ぶ」ということと、「各班でおもしろ写真を撮る」ということをしまし

た。実際にアリエンテーリングをしてみてどうだったか、参加者の方々に感想をいただきました！

札幌教区 ： 石川 ジョアンナ

大阪教区 ： 藤田 博之

大阪教区 ： 谷崎 功

アリエンテーリングのなかで、私達の班は婚姻の秘跡について学ばせていただきました。大阪梅田教会にて神父様から貴重なお話を聞くことができ、本当に楽しかった

です。

また同じ班の方々と、ものボケを考えたり、集合写真を撮ったりする中で交わした会話は非常に面白いものでした。他の地域から来た方が、大阪の文化を知るだけでな

く、体験している。その様は、日頃からこてこての大阪人として生きている私にとって嬉しく、楽しいものでした。

いろいろな地域の方々と共に学び、話し、文化を共有するという貴重な体験ができました。今回のネットワークミーティングに参加でき、よかったと思います。ありがと

うございました。

アリエンテーリングは、それぞれの班が割り当てられた秘跡を学ぶというものでした。私たち４班は、５班と一緒に「ゆるしの秘跡」を学ぶために、神戸の住吉教会を訪問

することになりました。カーザファミリアを出発し、スタッフから渡された地図をみんなで見ながら、駅に向かい電車に乗り、住吉教会を目指しました。その道中、メンバー

それぞれお互いの教会、教区のことを話したり、与えられた課題について話し合ったりしながら親睦を深めていきました。少々迷ったりしましたが住吉教会に着き、山本助

祭※から「ゆるしの秘跡」についてお話をしていただきました。そして、以前から気になっていたことやわからないことなどをいくつか質問しました。山本助祭はとても丁寧

にお話され、お答えくださいました。ただ、お話を伺ってもなお、私たちは「ゆるしの秘跡って、何か難しいなぁ」という感想を持ちました。「洗礼」「婚姻」「叙階」といった秘跡

に比べて、「ゆるしの秘跡」はどこか掴みどころのない印象があって、その後の分かち合いでも、『ゆるしの秘跡とはこういうものだ』という答えをまとめるまでには至りま

せんでした。

２日目に、松浦司教が青年みんなに向けてお話をされる時間があったのですが、秘跡は恵みをいただくという側面と、もう１つの側面として、恵みをいただいた私たちは

派遣され、そのいただいた恵みを自分のためだけではなく、みんなと分かち合うということが大切だとおっしゃいました。このお話を聞いた時に、アリエンテーリングで聞

いた山本助祭のお話も含めて、ゆるしの秘跡を少し理解できたと思いました。自分をゆるしていただくことも大切だし、その恵みと喜びを持って隣人と接することも大切、

ということなのではないかなと思いました。

アリエンテーリングを通して、普段会うことのできない仲間と出会い、交流できたこと、そして秘跡について学べたことは、私にとってＮＷＭ in 大阪の中でもとても印

象深い経験となりました。

（※：2013年3月司祭に叙階されました。）
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各班のおもしろ写真の発表の際に、

実行委員で撮影したおもしろ写真。

みんないろんな方向を向いている中、

典礼班のT氏だけドアップでカメラ目線。

各班の面白写真発表の際の写真を、

そのまま漫画にしたもの。

大阪教区のアイドルです（爆）

この漫画は、

大阪教区のちぃちゃんが

描いてくれました。

夜のプログラムで登場した、

Dr.K（副実行委員長）と

ケジメボーイ（典礼班　T氏）。

マジメな時とアホな時のケジメを

きちんとつけるために登場。

ＮＷＭ in 大阪　
　　４コママンガ
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今回が僕にとってNWM2回目の参加が大阪になりました。大阪といえば、日

本一明るいイメージがあるので、楽しみを大きく膨らませて参加させていただ

きました。その僕の期待に応えてくれたかのように、ユーモラス溢れ、笑いも欠

かさず、全体をまとめあげるスタッフの皆さんの姿には感動しました。

また、「NWMの主役はみんな一人一人だ！」ということを随所で感じること

ができ、班行動では、テーマである秘跡の知識だけでなく、トンチも試させられ

面白い場面も多くありました。

また、自分たちだけで秘跡というものを理解することで終わりにするのでは

なく、司教様の話を通して、それをまた深めるという時間も素晴らしかったと

思います。

大阪らしい人の心を、笑いとほのかに見せる真面目さでグッと掴み、一体に

し、あんたの想いがカタチになったNWMで、それに参加できたことに 感謝し

たいです。

参加者からの感想

NWMin大阪に参加して、と言っても1日目のプログラムにはほとんど参加

できずだったので、全参加したかったなというのが1番の思いかもしれませ

ん。でも、各所各所で大阪パワーを感じることができました。

2日目のミサでは全国から集まった多くの若者たちと共に祈ることができ

たことに感謝しました。

今回は広島教区からの参加者が少なかったので、私の少ない力でも広げて

カタチにして行きたいと思いました。

最後にスタッフの皆さん、参加者の皆さんありがとうございました。またお

会いできるのを楽しみにしています。

ご飯を食べるためにボケなければいけないというのがとても大変だったけ

ど、新たな出会いや再会を果たし、自分自身の新たな一面を発見できた事がと

ても得難い貴重な体験となりました。すっごく楽しい時間を過ごせました。

NWM in大阪は笑うところとまじめなところがはっきりとしていて、メリ

ハリがあり、とても楽しかったです。今まであまり意味も考えずに受けてきた

様々な秘跡についても学びました。特に僕がいた13班は堅信の秘跡について

の話を聞いて、堅信というのは自分が受けてきたものを他の人に伝えるため

に必要なものをいただくための秘跡であるということを学びました。また、と

ころどころに笑いもたくさんあって、さすが大阪ということを感じました。そ

して全国のたくさんの人と新しい友達になれたり、その前までのNWMで知り

あった友達とも再会できたりととても充実した時間を過ごせました。学び、出

会い、そして笑いにあふれる楽しい時間をありがとうございました。

はじめから終わりまで笑いで溢れたNWMでした！

北海道にはない５５１の「あるときーないときー」も知れたし、けじめ

ボーイなどスタッフひとりひとりのキャラクターとイベントごとの細か

なネタ全てにお腹がよじれました（笑）

そんなお笑い満載な中で教会訪問をして秘跡について学び、また震災の

跡に触れたり、松浦司教様の講話を聞けたり、分かち合えたり、たくさんお

祈りできたりと、神様と向き合いながら、参加した仲間たちと共に充実し

た時間を過ごせました。

NWM中に初姪っ子が生まれるというお恵みがあり、みんなと乾杯でき

たのも思い出です。

「あんたの想いカタチにしよや！」というテーマ、今も私の中で振り返り

ながらカタチにできたらと思っています。

素敵な時間を用意して下さったスタッフをはじめ、参加した仲間に感謝

でいっぱいです！神様ありがとう！

広島教区　大尾 結花

札幌教区　筒井 貴久

さいたま教区　正木 聖

札幌教区　小山内 舞

名古屋教区　松浦 友助

初出国を日本カトリックの青年活動参加のために行くのは相当に無謀

な挑戦だと初めにそう思いました。ですが、神様の前には、そしてカトリッ

ク教会の中には内国人と外国人もみんな同じ姉妹兄弟だという事実を

NWMinOSAKAの時にはっきり感じました。

外国の地にただ一人で参加したNWMですが、スタッフの方達と参加

者、そして神父様と修道女さんの皆様が親切にしてくださり、一生忘れな

い思い出になりました。松浦司教様と日本の皆様に感謝の言葉を伝えま

す。これからも日本教会と韓国教会の友好が神様の恵みで支えられるよう

に祈ります。

韓国仁川教区　キム・テユン
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「混ぜるな危険！」の仲間がそろい、どうなることかと思ったNWMも、一人ひとりの個性がまるでパズルのように組み合わさり、大盛況

の中終わりました。

”NWMin大阪”という一つの作品が出来上がった背景には各地から参加してくれた一人ひとりの味付けがあってのことです。

今後も積極的な参加と、一人ひとりの思いを形にしていきましょう。見えないところで私たちを支えてくれた多くの人々、陰ながら支え

てくれた大阪青年のメンバー、各地から参加された個性ある参加者、そして今回の実行委員の皆さま、ご苦労様でした。皆の思いが次の世

代にも引き継がれていきますよう互いに支え合っていきましょう。 大阪教区
松村 繁彦　神父
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